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研究成果の概要（和文）：顔面欠損を有する患者にどのような他者が見て自然と感じるかを調べ

るために 8種類のエピテーゼの装着を想定した画像をコンピュータで制作しアンケート調査を

行った。その結果、静止したエピテーゼよりも健側と同調してまばたきするエピテーゼがより

自然に感じることが解明された。次いで実際に健側と同調してまばたきをする装置を試作した。

1 つは赤外線照射でまばたきを探知する方法、もう 1 つはまばたきにより細いワイヤーを振動

させ、それを電流に変換する方法である。両方法とも正確にまばたきを探知でき、小型の動力

部も製作できた。今後、臨床への応用が可能な段階にすることができた。 

 
研究成果の概要（英文）：In present study, in order to make sure what kind of prosthesis 
can provide the optimal cosmetic and functional results in the rehabilitation of the 
orbital defect, eight demos of computer-fabricated orbital prosthesis were made to 
provide an image of the restoration of left side of orbital defect and a questionnaire 
survey was performed to some respondents using these eight demo images. Through this 
survey, we know that an orbital prosthesis, with a natural looking blink and expression 
in sync with the healthy side, is much more acceptable than unmovable orbital prosthesis. 
We developed a blinking system for orbital prosthesis provide the detection device 
utilizing the light emitting diode in this device randomly emitted infrared rays toward 
the patient’s normal eyelid, and an infrared ray sensor in this device detected the 
changes in the reflection of infrared rays due to the motions of the eyelid. These signals 
were converted into an electric current, and the electric current was amplified to drive 
the micro-motor. We have developed another blinking detection device. We thought it 
necessary to develop a second devise because the first devise did not work outdoors due 
to very weak infrared rays. The second device utilized micro-wire movements which induced 
the piezo-electric element. This device also synchronized blinking of affected side with 
that the normal side. We think that the latter blinking system is applicable to clinical 
cases. 
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１．研究開始当初の背景 
癌の治療などにより生じた顔面欠損の修

復法としては再建手術と顔面補綴、すなわち
エピテーゼがある。エピテーゼ治療の対象と
なる欠損部位は眼窩を含む欠損であるが、こ
の部位のエピテーゼは、表情豊かな顔面の中
で動かないため、違和感が拭えず患者が使用
を中止することが多い。そこでより自然感が
高いエピテーゼを作る必要があり、それには
エピテーゼが表情と同調して動く必要があ
ると考えた。しかしながら健側と完全に同じ
ように動く装置を小さな欠損部に組み込む
ことは困難なので、まばたきを再現するエピ
テーゼの開発を目指した。 
 
２．研究の目的 
より自然なエピテーゼはどのような条件が
必要かを検討し、予想される結果からまばた
きを再現するエピテーゼの開発を試みた。 
３．研究の方法 
歯科医師および非医療職の被験者に対し、8
種類の様々な条件のインプラントを装着し
た患者の動画を作り、この動画を被験者に見
せ、被験者がどのような条件のインプラント
に対しより自然と感じるかをアンケートに
て調査した。その結果、どの被験者も健側の
眼と同調してまばたきをするエピテーゼが
最も自然に感じるとの結果であった。その結
果を踏まえて健側の眼と同調してまばたき
をするエピテーゼを作るために、健側のまば
たきを探知する方法を開発し、さらにまばた
きをするエピテーゼを試作した。 
４．研究成果 
赤外線を腱側眼瞼周囲に照射して、まばたき
による赤外線の反射の変化を光ダイオード
で探知する方法、およびまばたきの動きで細
いワイヤーを振動させて生じるピエゾ素子
を電気的に変換して探知する方法を考案し
た。まばたきの動力源としては携帯電話のマ
ナーモード用モーターを使用してまばたき
するエピテーゼを試作した。この超小型モー
ターを動力源として使用することにより、眼
窩部の限られた大きさの欠損に収容できる
エピテーゼを製作できる可能性が高まった。 
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